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◆ 年金評価を阻害する要因 

文責：西出陽子 

長寿化により退職後の長期の生活を支える財源として、年金への関心が高まっている。具

体的には、退職金を一時金で受け取るのか、年金として受け取るのかについて、例えば、

Yaari（1965）は、一定の条件下で消費者は貯蓄をすべて年金にすべきと論じている。一方、

Davidoff et al.(2005)は、死亡以外のリスクや遺贈動機などを考慮し、完全な年金化（全額

を年金で受け取る）ではなく、部分的に年金で受け取ることが最適であると論じている。 

近年では、年金として受け取ることが少ない、つまり年金受給が少ない理由について多く

の研究が行われている。Reichling et al. (2015)、Laitner et al.（2018）、Ameriks et al. (2020)

などが、長寿、健康および医療費などによる老後の予防的節約、遺贈動機、安価な長寿保険

の存在などを挙げている。 

Bütler and Teppa（2007）は、スイスで年金を支払いオプションの標準設定として提供し

ている企業の方が、一括払いを標準設定としている会社よりも平均して年金で受け取る割

合がはるかに高いことを示し、年金化率は選択の標準設定の影響を受けていることが示唆

される。Brown et al. (2021)は、年金の決定に直面するエピソードを提示し、回答者に助言

を求める実験を行うことで、年金評価を阻害する要因を検証している。これより、①年金の

決定の複雑さが増すと、年金を評価する能力が低下する、②退職後に資産をどのように引き

出すのかを合わせて考えるように誘導することで、年金を評価する能力が向上することを

示している。 
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